
  

７月３０日（水）から８月１日（金）の３日間、本校１年生文理探究科全員を対象

に、首都圏の高校生と地方の高校生が交流することで新たな知見を得ることを主な目

的として、世界遺産 軍艦島 をテーマに、大村高校 SSH 交流研修 ﾈｸｽﾄｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ･ﾐ

ｰﾃｨﾝｸﾞを実施しました。このプログラムは、出水 享 氏（長崎大学工学研究科 技術

専門職員 林修のニッポンドリル「学者とめぐる世界遺産！軍艦島」等多数のメディ

アに出演）と共同開発しているものになります。東京から東京学芸大学附属国際中等

教育学校、筑波大学附属駒場中・高等学校の生徒の皆さん８名と引率の先生２名が長

崎に来県され、本校の生徒と交流しました。今年度は、７月２４日（木）に実施した

事前学習から東京の２校の生徒にも参加してもらうようにプログラムを変更して、研

修の３日間が更に充実したものになるようにしました。 

 

7 月３０日（水） 

 開講行事・ウエルカムイベント 

 生徒間協議（事前学習をもとにした発表） 

 

  事前課題①  軍艦島以外で国内外の世界遺産や文化財などの地域の宝がどの

ように保存され、活用されているのか、または保存できずにいるの

かを調べて、擬態的な例を挙げて報告してください。 

  事前課題②  本研修参加前までの段階で「軍艦島を今後どうすべきか」につい

て、自分の考えをまとめておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大村高校 SSH 交流研修 

ﾈｸｽﾄｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

  



７月３１日（木） 午前 軍艦島周遊クルーズ（今年度は、残念ながら上陸できませんでした） 

 

 

 

 

 

 

  ＜参考：昨年度の上陸クルーズの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 午後 様々な立場の方による、軍艦島に関する講義 

  ① 文化庁 文化資源活用課 整備部門（記念物）文化財調査官 中井將胤 氏 

  ② 長崎大学工学研究科 技術専門職員 出水 享 氏 

  ③ 元島民 軍艦島を世界遺産にする会 理事長 坂本道徳 氏 

  ④ 長崎市役所世界遺産室長 栗脇 善朗 氏 

  ⑤ 長崎市役所観光政策課長補佐 森 雅治 氏 

 

 

 

 

 

 

８月 １日（金） 

 午前 各班、発表に向けた資料づくり  午後 各班による発表 

 

 

 

 

 

 

  

  

  


